
（別紙３）

～ 2026年2月21日

（対象者数） 51 （回答者数） 28

～ 2026年2月26日

（対象者数） 15 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別支援計画の内容やねらいを、保護者により分かりやすく共
有する
職員間で「支援の工夫事例」を定期的に共有し、良い実践を
全体に広げる
子どもの成長や変化を、保護者が実感しやすい形でフィードバッ
クする

2

丁寧な関わりや声かけを「事業所の強み」として職員間で再認
識する
新任職員や非常勤職員にも、関わり方の方針や姿勢を共有す
る機会を設ける
忙しい時間帯でも質が保てるよう、役割分担や声かけルールを
整理する

3

避難訓練や安全対策の実施内容を、通信や掲示などで保護
者へ定期的に伝える
訓練後の振り返りを行い、改善点を次回に反映する
ヒヤリハットの共有を継続し、再発防止への意識を高める
「ご利用のハンドブック」を作成し、各ご家庭に配布したい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

床にマーキングするなどして、限られたスペースを有効活用する
老朽化した箇所の手入れを行いたい
保護者が見学したり、写真などを通して普段の活動の様子を理
解してもらうようにする

2

小規模・短時間からでも保護者交流の機会を検討する
きょうだい向けイベントや行事について、実施可能な形を段階的
に模索する
アンケート等で保護者の希望を把握し、無理のない形で再開を
目指す

3

人員配置が手薄になる場面を想定し、事前に対応方法を整
理する
個別支援計画の「特に重要な支援ポイント」を共有できる仕組
みの検討
朝礼・昼礼・各種記録など、情報共有の場を引き続き有効活
用する

子ども一人ひとりに応じた支援が行われている点
個別支援計画が子どもの特性や発達状況に基づいて作成され
ており、計画に沿った支援が継続的に行われていることが、保護
者・自己評価の双方から確認できました

個別支援計画の作成にあたって、対応している職員へのヒアリン
グや記録の確認をすることを省略せずに行い、次の目標設定に
つなげている。時間と人手がかかることだが地道に行うことで実態
に即した内容としている。

職員の関わりが丁寧で、安心して利用できる点
職員が共感的に子どもや保護者に接しており、連絡帳や送迎時
の説明も丁寧であるとの評価が多く、子どもが安心して通所でき
ている点が強みであるといえます

保護者や関係機関との関係性を作り、日常的なコミュニケーショ
ンをスムーズに行えるよう心がけている。
長く定着する職員が多いから行うことができている。

安全管理や非常時対応が行われている点
避難訓練や事故防止への取組が定期的に実施されており、万
一の際の連絡や説明も迅速であることから、安全面への配慮が
評価されています。

児童が災害発生時にパニックに陥らないよう、かつ分かりやすく伝
わるよう絵本などで伝えている

人員体制や職員間の情報共有に関する課題
送迎時間帯などに人手が手薄になる場合があり、職員間での情
報共有や支援内容の統一について、さらなる工夫が求められて
います。

学校等の送迎時間帯が重なった際など、職員配置が手薄にな
る場面が生じる
情報共有が十分にできないことが生じてしまう

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

施設スペースや環境面に関する課題
教室の広さについて不安を感じる保護者の声があり、建物構造
上、バリアフリー対応に限界がある点が課題として挙げられていま
す。

開所から8年が経過し、設備の老朽化もみられる
保護者が見学する機会の提供が少なかった

保護者同士・きょうだいへの支援機会の不足
保護者会やきょうだい向けイベントなど、家族同士の交流の機会
が十分に確保できておらず、再開を望む声が見られます。

コロナ禍以降、保護者会などの実施が中断していた
季節によっては感染症への懸念から、積極的にかかわっていな
かった

2026年2月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら横須賀平作教室

○保護者評価実施期間 2026年2月7日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

